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はじめに

埋め立てや凌諜などによる干潟の消失は全国的に著

しい.三重県でも特に伊勢湾内湾の干潟は著しく減少

したが，伊勢湾に流入するいくつかの河川の河口には

希少な動植物が生息する干潟が残されている(三重県

立博物館・ 三重自然誌の会(編)， 2001). 開発の影響

を評価する上でも干潟に生息する魚類の現状を把握す

ることは基本的に重要であると考えられる.本研究で

りl種につき最高 30個体を 10%ホルマリン水溶液で、

固定し，体長を計測した.残りの個体は現地で放流し

た.体長はノギスを用いて精度O.lmmまで計測した.

標本は 1種につき最低 1個体以上を豊橋市自然史博物

館魚類資料 (TMNH-F) として登録・保管した.種の

同定，配列，和名，学名などは中坊(編) (2000) に

したカすった.ただしビリンゴGymnogobizω breunigii 

(St巴indachner) の学名は Stevenson(2002) にしたがっ

た.

は， 三重県を流れ伊勢湾に流入する 1河川の河口干潟 結果と考察

でタモ網により魚類を採集し，種組成，個体数と体長

の季節変化などの基礎的な知見を集積したので，ここ 水温は 2002年 1月に最低の 6.1'cとなり， 7月に最
に報告する. 高の 32.0'Cとなった(第 1図). 

方 法

調査は 2001年11月から 2002年 11月まで三重県を

流れ伊勢湾に流入する l河川の河口干潟で、行った.本

調査地からは環境省(編) (2003) のレッドデータブ

ックに掲載されている種が採集されたため，保全上の

理由より河川名の記載は控えた.干潟にはヨシ原が広

がり，底質は下流側が砂で，上流に向かつて泥が混じ

るようになり，上流側が泥である.調査は毎月 l回，

合計 13回行った.昼の干潮時に約 1時間，干潟を流

れる幅約 2~ 5m，長さ約 300m，水深約 5~ 30cmの

水路で，タモ網(目合2.5mm) を使用して魚類の採集

を行った.採集終了時に水温の測定，採集された魚類

の種の同定，個体数の計数を行った. 1回の調査あた

2001年 11月から 2002年 11月までの期間に未同定

種 l種を含む計4科 16種 1423個体の魚類が採集され

た(第 1表).科別にみると，ハゼ科Gobiidaeが種数，

個体数ともに大部分を占めていた.調査期間中，エド

ハゼGymnogobiusmacrognathos B1eek巴rとアベハゼ

Mugilogobius abei (Jordan and Snyder) は毎月採集され

た.10ヶ月以上の期間に採集された種は，ピリンゴ，

ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (B1巴巴ker) (とも

に12ヶ月)， ヒモハゼ Eutaeniichtl別 gilliJordan and 

Snyder (11ヶ月)，チチブ属未同定種 Tridentiger sp. (10 

ヶ月)であり，その他のほとんどは一時的に採集され

た.種数は 2001年 11月に最少の 6種となり， 2002年

9月に最多の 12種となった.個体数は 2001年9月に

最少の 54個体となり， 2002年6月に最多の 179個体

となった.
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第1図.水温の季節変化.
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以下各種について豊橋市自然史博物館魚類資料番号

(TMNH-F) ，採集状況などを記した.

ボ、ラ手中 Mugilidae 

1.ボラ Mugil cephalus cephalus Linnaeus 

(TMNH-F100) 

2002年 1月， 4 ~ 6月に水面近くを遊泳していると

ころを採集された.

シマイサキ科 Teraponidae 

2. コトヒキ Terapon jarbuα(Forsskal) 

(TMNH-FlOI) 

2002年7月， 9月にヨシ際近くを遊泳しているとこ

ろを採集された. 9月にはシマイサキ Rhyncopelates

oxyrhynchus (Temminck and SchlegeI) とともに採集さ

れた.

3. シマイサキ Rhyncopelates 0.刀rhynchus

(Temminck and SchlegeI) (TMNH-F102) 

2002 年 8~9 月にヨシ際近くを遊泳しているところ

を採 集 された.本調査の中でアシシロハゼ

Acanthogobius lactipes (HiIgendorf) に続き，個体数が

少なかった.

ハゼ科 Gobiidae 

4. ヒモハゼ、 Eutaeniichthys gilli Jordan and Snyder 

(TMNH-FI03) 

2001 年 12 月~ 2002年5月， 7 ~ 11月に採集された.

M J J A S O N 

Month 

主に泥底で採集され，エドハゼとともに採集されるこ

とも多かった.砂泥底でも採集されたが，砂底では採

集されなかった.本種はアナジャコ Upogebiamajorの

生息孔の空孔を利用して産卵した例が観察されており，

産卵場所は生息場所と同じであることが知られている

(道津， 1955).本調査地でもアナジャコ類 Upogebiasp. 

が採集されたことから，生息場所としてだけでなく，

産卵場所としても利用している可能性が考えられる.

5.エドハゼ Gymnogobius macrognathos Bleeker 

(TMNH-F104) 

2001 年 11 月~ 2002年 11月に採集された.本調査

の中でもっとも個体数が多かった.主に泥底で採集さ

れ，砂底では採集されなかった.砂泥底ではチクゼン

ハゼGymnogobiusuchidai (Takagi) とともに採集され

ることもあった. 2002 年 2~4 月には腹鰭と啓鰭に黒

色が発現した個体が採集された.本種はニホンスナモ

グリ Callianassajaponicaやアナジャコの生息孔を利用

して産卵すると考えられている(環境省(編)， 2003). 

本調査では 2001年 11月， 2002年 10月にテッポウエ

ピ類Alpheussp.， 2002年2月， 4月にアナジャコ類と

ともに採集された.

体長の季節変化を第2図に示した. 2001年 11月に

は体長25mm以上の一群だけから成るが， 2002年5月

には 2002年生まれと考えられる体長20mm未満の群

が採集された.小型の群が成長するにつれて大型の群

は減少し， 8月にはほとんど採集されなくなった.以

上より， 生まれた本種は翌年には成熟し，産卵期の後
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エドハゼの体長分布の季節変化.第2図.

Schl巴gel) (TMNH-F107) 

2002 年 4~8 月， 10月に砂底，砂泥底，泥底で採

集された.4月以降に 2002年生まれと考えられる個体

が採集されたが， 10月以降は採集されなかった.以

上より，浮遊生活を過ごした後，干潟に侵入し，成長

にともないほとんどの個体が他の水域へ移動する可能

性が考えられる.

にはその数が減少して，大部分がl年で死亡する可能

性が考えられる.

本種は環境省(編) (2003) のレッドデータブック

で絶滅危倶IB類に評価されている.

Gymnogobius uchidai (Takagj) 6.チクゼンハゼ

(TMNH-F105) 

Acanthogobius lactipes (Hilgendorf) アシシロハゼ9. 

(TMNH-F108) 

2002 年 8 ~ 9 月に砂底で採集された.本調査の中で

もっとも個体数が少なかった.

10. マサゴハゼ

(TMNH-F109) 

2001年 12月， 2002年1月， 3月， 9月に泥底で採集

された.砂底では採集されなかった.

masago (Tomiyama) Pseudogobius 

2002 年 4~7 月， 9月， 11月に砂底，砂泥底で採集

された.泥底では採集されなかった.6月には 2002年

生まれと考えられる体長20mm未満の個体が採集され

た.本種はアナジャコの生息孔の空孔を利用して産卵

した例が観察されており，産卵場所は生息場所と同じ

であることが知られている(道津， 1957).本調査地

でもアナジャコ類が採集されたことから，生息場所と

してだけでなく，産卵場所としても利用している可能

性が考えられる.

本種は環境省(編) (2003) のレッドデータブック

で絶滅危倶IB類に評価されている.

11. 

(TMNH-F110) 

2001 年 11 月~ 2002年4月， 6 ~ 11月に採集された.

本調査の中でエドハゼに続き，個体数が多かった.主

に砂底で採集された.砂泥底でも採集されたが，泥底

では採集されなかった.2002年6~ 10月には背鰭と

腹鰭，管鰭，尾鰭に黒色が発現した個体が採集された.

Favonigob凶 gym附 uchen(Ble巴ker)ヒメハゼ

7. ビリンゴ Gymnogobius breunigii (St巳indachner)

(TMNH-F106) 

2001 年 11 月~ 2002年2月， 4 ~ 11月に泥底，砂泥

底で採集された.2002年4月には背鰭と腹鰭，啓鰭に

黒色の婚姻色が発現した個体が採集され， 5月には

2002年生まれと考えられる体長25mm未満の個体が

多数採集された.

Mugilogobius abei (Jordan and Snyder) 12. 

(TMNH-F111 ) 

アベハゼ

Acanthogobius flαvimanus (Temminck and マハゼ8. 
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三重県の河口干潟で採集された魚類

2001 年 11 月~ 2002年 11月にヨシの根際や泥底で

採集された.本調査の中でヒメハゼに続き，個体数が

多かった.

13. スジハゼ Acentrogobius pflaumii (Bleeker) 

(TMNH-FI12) 

2002 年 8~9 月に砂泥底で採集された.既存の図鑑

や丈献中の「スジハゼ、」には少なくとも 3種の本属魚

類が含まれ，分類学的精査が進められている(瀬能(監

修)， 2004). 瀬能(監修) (2004)では暫定的に 3種

をA・B'Cに区別している.本調査で採集された「ス

ジハゼ」は，頭部背面に鱗がない，腹鰭先端は幅広く

黒く縁取られる，胸鰭基底下部の黒点は丸い，第一背

鰭に黒斑がないことより，瀬能(監修) (2004)のス

ジハゼAに同定される.

14. ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutt巴r)

(TMNH-Fl13) 

2001年 11~ 12月， 2002年3月， 10月に砂泥底で

採集された.

15.チチブ属未同定種 Tridentiger sp. 

(TMNH-F114) 

2001 年 11 月~ 2002年4，8 ~ 11月にヨシの根際や

泥底で採集された.ヌマチチブTridentigerbrevispinis 

Katsuyama， Arai and NakamuraかチチブTridentiger

obscurus (Temminck and Schlegel)であると考えられ

たが，本報告では一括して Tridentigersp. として扱っ

た.

カレイ科 Pl巴uronectidae

16. イシガレイ Kareius bicoloratus (Basilewsky) 

(TMNH-FI15) 

2002年2月， 6月に砂底で採集された.本調査の中

でアシシロハゼに続き，個体数が少なかった.

おわりに

本調査地の干潟からは未同定種 l種を含む計 16種

の魚類が採集され，そのうちの 2種が環境省(編)

(2003)のレッドデータブックに掲載されている種で

あった. Iレッドデータブック準備書~レッドデータ

ブック三重2005Jの「重要生態系候補地一次リスト」

にはいくつかの河川の河口干潟が掲載されているが， I調

査対象種jには干潟に生息する魚類はほとんど掲載さ
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れていない(三重県立博物館・三重自然誌の会(編入

2001) .干潟環境を保全するには，自然度の指標種と

して干潟に生息する魚類も積極的にリストに掲載する

ことが有効的であると考えられる.
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